
市長への手紙 ご意見とその回答（令和５年２月） 

質問 森林公園にカフェ設置の許可を頂けますでしょうか。 

龍ケ崎市内で子どもを育てながら働いている者です。 

単刀直入に申し上げますと、森林公園内にカフェを開かせて頂けないで

しょうか。 

駐車場内にプレハブのような建物を設置する許可を頂ければと思いま

す。 

このような考えに至った経緯ですが、産後間もない頃は、昼夜問わない

赤ちゃんのお世話で想像以上に疲労困憊でした。 

子どもから手が離せず自分のご飯が作れない。 

都会のようにウーバーイーツなどもなく、身体は欲していないけど、ファー

ストフードなどで手軽に手に入るものを食べる生活。 

授乳もしていたため本当はもっと身体に良い食事を摂りたいのに、きっと

同じ気持ちの母親は沢山いるはず、こんな状況をなんとかできないのか。と

悩み考え、無いのであれば自分で作るしかないという決断に至りました。 

またママ友とランチをする時には、子どもはずっと椅子には座っていてく

れないので、ランチのお店に子どもが遊べるスペースがあるか。ということ

がお店選びの条件になっていて、龍ケ崎市にはそのような施設が無いため

千葉県の松戸、柏の葉、印西など少し遠方まで行っています。 

せっかく子育て支援に力を入れている龍ケ崎市なので、ぜひ市内にも「子

どもが遊べてお母さんお父さんも一息つける場所」を作りたいと思います。 

食材は地産地消を目指し、できる限り無農薬、無添加、お母さんにも子ど

もにも優しい食事が摂れて、遊べるカフェ。 

宅配にも対応し、様々な手段で子育て世代のサポートをしたいと考えて

います。 

そこで、どこにオープンしようかと考えた時、浮かんだのが森林公園でし

た。 

夏に子供を連れて行き驚きました。 

それまでは暗い印象だった森林公園は、大きな杉の木陰で思う存分水遊

びができて、のびのびと遊べる広さもあり、職員の方のお陰でとても綺麗に

整備されている。 

ここで美味しいランチが食べれたら、たくさん歩いた後に１杯の美味しい

珈琲を飲めたら最高なのに。と思うようになりました。 

そんな場所を求めて人が集まり、森林公園の魅力を知る。 

森林公園に来たらカフェがあって、思ったより公園に長居しちゃったけど、

家もすぐそこだから大丈夫。子どもも親も大満足。 



そんな連鎖が繋がって、子どもたちの元気な声が響き渡る公園作りに繋

げられたら最高だなと思います。 

また都市部では公園内にカフェを誘致して、公園や地域の活性化を図っ

ているところもあります。 

この取り組みは龍ケ崎市も例外ではないと思います。 

さらに森林公園は災害時の避難場所にもなっています。 

しかし現状の少し暗めの印象の森林公園にはなかなか避難の足が運ば

ない可能性があると思います。 

日頃からの利用者さんが増え、認知度が上がれば、非常事態にも対応し

やすいのではと思いますし、そこに飲食店があれば災害時にも食事のサポ

ートができると考えます。 

またカフェも森林公園に馴染むような木を基調とした外観とし、カフェ内

のキッズスペースは木育玩具を配置。 

森林公園の伐採で不要となった材木なども、木育の玩具として活用させ

ていただけたらと思います。 

ＮＰＯとまではいきませんが、地域還元、子育て世代に還元できるよう、赤

字にならない程度の利益を求めすぎない営業をしていきたいと考えていま

す。 

勿論今も運営されている「ひまわり」さんの営業妨害をするつもりもあり

ません。 

市長、どうかカフェ設置の許可を頂けないでしょうか。 

ご多忙と存じますが、お返事お待ちしております。 

回答 当公園は地形を生かしつつ緑豊かな公園として整備されており、市内外

から宿泊、バーベキュー、散策及び子どもの遊び場等として、ご利用いただ

いている施設でございます。 

ご要望いただきましたカフェ設置の許可でございますが、公共施設での

運営許可となるため、設置及び運営許可を行う場合は、公募・契約等により

事業者を選定することになります。 

なお、当公園につきましては、開園後、年数が経過しており、施設の老朽

化や来園者数減少のため、現在、市の最上位計画「龍ケ崎みらい創造ビジ

ョンｆｏｒ２０３０」の前期基本計画にて当公園の再整備を計画しております。 

再整備につきましては、民間事業者などとの連携を視野に交流人口の増

加や地域活性化となる拠点施設となるよう、公園内一部の再整備ではなく、

全体の再整備を進めてまいりますので、今回のご要望につきましては、再整

備に関しての貴重なご意見として、検討の参考とさせていただきます。 

ご理解の程よろしくお願いいたします。 



なお、公園に関しましては、都市施設課で担当しておりますので、ご意見・

ご要望等がございましたら、お問い合わせください。 

よろしくお願いいたします。 

【担当：都市施設課】 

 

質問 婚活支援に対する民生委員の活用など 

① 県の委嘱を受けて１５年前からマリッジサポーターとして 

龍ケ崎市を中心に婚活のボランティア活動をして来ましたが、なかなか難し

い問題です。 

４年前から市役所には、お手紙を数回提出し、市役所は婚活に十分力を

入れていないのでないかと意見具申をし、また当時の観光課にも意見交換

に出向きました。 

②少子化を心配していた市議の方からも自宅に来て頂き問題点の相談

をして来ました。 

当時から比べると、出会いサポートセンターへのAIマッチングシステムへ

の利用者加入費用の１００％援助や、昨年から開始された市役所主体の相

談会の開催等、市役所側の努力が出て来ています。ありがとうございます。 

③一方、県のマリッジサポーターの参加人員が、最初の１０００名から２００

名程度に減少し、この対策として、龍ケ崎市独自の婚活支援アドバイザーの

設置を、龍ケ崎市協働事業の１つとしてアイデア提案し、まちの魅力創造課

と意見交換もしていましたが、これには結論を出ていない状態です。 

④これについて、少子化問題を切に心配している、市議の方に昨年末お

会いして意見交換して来ました。 

この中で小生は、現在の「民生委員の活用」は出来ないものか提案して

いました。 

①この民生委員は各町内に１人は活動をしているでしょうから、仕事の１

つにして結婚情報伝達係の機能を持たせること出来ませんか。 

つまり、町内に結婚を希望している人がいたら、この情報を市役所のまち

の魅力創造課に連絡するか、あるいは我々マリッジサポーターに積極的に

連絡をするシステム的な機能の付加です。 

②この民生委員を統括している市役所の部署は市役所のどこに有るので

しょうか。 

③また民生委員と我々マリッジサポーターとの意見交換会を本年、ぜひ

開催して頂けませんか。 

以上提案と質問をいたしました。 

回答 本年１月に策定しました最上位計画では、リーディングプロジェクトの一



つとして、「未来創造プロジェクト～子どもの笑顔が続くまちを創る～」を掲

げ、出会いの場の創出、新婚世帯への支援といった各種事業の推進にこれ

まで以上に取り組むこととしております。 

具体的には、いばらき出会いサポートセンター登録料の助成、今年度より

実施いたしました市主催結婚相談事業の更なる拡充、民間事業者を活用し

た新たな取り組み（イベント・結婚応援セミナー等）なども検討しているところ

です。 

このような取り組みを通し、結婚を希望する独身の方の出会いの機会を

創出し、結婚支援に取り組んでまいりたいと考えております。 

ご提案の市独自の婚活支援アドバイザー設置の重要性は理解いたしま

すが、登録会員の確保やパートナーに求める条件が多様化していること、ま

た結婚相談業務に利用する個人情報の適正管理など、先進自治体の取り

組み状況等での課題なども把握しているところです。 

そのような状況も踏まえ、マリッジサポーターの皆様のお力をお借りし、

現在の仕組みを中心とした結婚支援事業に引き続き取り組んでまいりたい

と考えております。 

なお、民生委員を担当する部署は、福祉部の社会福祉課になっておりま

す。 

民生委員法に基づき任命される民生委員の職務内容は同法により定義

され、高齢者や障がいのある方への見守りをはじめ、医療や介護の悩み、

経済的困窮による心配ごとの相談など、現状でも活動内容が多岐にわたっ

ているところです。 

そのようなことも踏まえ、新たな業務の追加は慎重に検討する必要があ

ると認識しております。 

まずは、マリッジサポーターの皆様の活動を知っていただくために、市内

４地区で構成している地区民生委員児童委員協議会の会長・副会長の会

議の中で、意見交換の機会を設けることを了承いただきました。 

その際には、マリッジサポーターとして活動される皆様に参加いただき、

意見交換ができればと存じます。 

 何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

【担当：まちの魅力創造課】 

 

質問 引っ越してきて感じたこと 

 先日都内から引っ越してきました。 

 東京以外に住むのは初めてで、とても新鮮です。 

 おうちも理想のところが見つかり大変嬉しかったのですが、家の側の川は



背の高い草がボウボウで荒れ果てた状態に見え、少しこわいです。 

 周囲にそのようなところがいくつかあります。 

 以前は通行できるようになっていたようにも見えますが、今は危険な感じ

です。 

 もしかすると市の管轄ではなのかもしれません。でも街は見た目が重要だ

と思います。 

 そういったところを放置しておく街なのかと…。 

 せっかく龍ケ崎市という響きもイメージも良い地名なので、川の周囲に限

らず、街全体の見た目もよくなってほしいと思います。 

回答 お手紙にございました川につきましては、江川と呼ばれる川ではないかと

推測いたします。 

江川は、農業用の用排水路として利用されているもので、機能管理は牛

久沼土地改良区が行っております。 

水路敷などについては、市、県及び国のほか、個人の敷地が混在してお

り、一体的な整備や維持管理を行うことが困難な状況となっております。 

 管理者が混在し複雑な状況ではございますが、当市では市民生活の安全

を確保するため、関係機関と協議を行いながら施設や水路敷等の維持管

理に努めております。 

今回、ご指摘いただいた箇所につきましては、繁茂した草や樹木等が、隣

接する宅地へ越境しており、除草、伐採及び剪定等の対応が必要であると

確認しております。 

現在、対応について関係機関と協議しておりますので、少しお時間をいた

だければと思います。 

はっきりとした回答が出来ず申し訳ございませんが、ご理解くださいます

ようお願い申し上げます。 

【担当：農業政策課】 

 

質問 城南中学校や今後小中学校が合併した際の再利用について 

初めてお手紙させて頂きます、私は市内在住二児の母でございます。 

この度は、件名の事柄についてお話させて頂きたく思います。 

市長への手紙にて、今までも城南中学校跡地について、今後の活用にい

くつか要望があった事と思いますが、私からは様々な複合施設にしてはどう

か？と提案致します。 

龍ケ崎市としては、今後学校跡地は、地域づくり街づくりに貢献する様な

場所として使用したいとの事を拝読致しました。 

ですので、学校の中に｢子育て施設｣や｢福祉施設｣、妊婦さんや子育て中



の方が利用し易い｢美容室｣や｢整体医院｣等を置くのはいかがでしょうか？ 

学校という誰もが安心する場所に、その様な施設があればいいなとイチ

市民として、母として常々思っておりましたし、私自身、子育てサロンを開き

たいと考えておりました。 

しかしそういった個人事業主の方は、土地や物件を用意するのが大変で

すし、何より開店コストが 1番の懸念事項であり、リスクを考えると先に進め

ない状況かと思います…。 

運営する側も足を運ぶ側も、双方ｗｉｎ－ｗｉｎであり、地域活性にも繋が

るのではないかと考えます。 

これからまだ合併する学校が出てくる事と思いますが、どうか子供達の思

い出の場所が、ただの廃校にならない事を願います。 

又、この意見にお目通し頂けた際には、お電話でも何でも構いませんの

で、前向きなお返事をお待ちしております。 

回答 本市では、今後の人口減少や財政見通しを踏まえ、「全体最適化と持続

可能な財政運営の両立」を目指して、学校をはじめとした公共施設の再編

成に取り組んできており、「総量の削減」を最優先に、「既存施設の有効活

用」「効果的・効率的な管理運営」の３つを基本方針としています。 

 旧城南中学校につきましては、「公共施設跡地活用方針」に基づき、施設

の規模や維持管理の観点などを考慮した上で検討してまいりましたが、公

共施設としての活用は困難であると判断し、民間事業者等による活用を進

めることとしております。 

今後は、「公募型プロポーザル方式」により、地域課題の解決やまちづくり

に貢献できる提案を広く公募し、事業者を選定する手続きを実施していく

予定となっております。 

提案いただきました子育て施設や福祉施設、個人事業主の創業支援など

につきましても応募者からの提案があれば実現の可能性もございます。 

今後も公共施設再編成の取り組みの中で、学校に限らず公共施設の跡

地が出て来ることが見込まれております。 

それらの活用につきましても、冒頭の考え方を基本として検討してまいり

ますので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

【担当：企画課】 

 


